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福
岡
市
の
国
際
貢
献
・
国
際
協
力

菊
地 

利
信

●
は
じ
め
に

　

福
岡
市
は
、
地
勢
的
に
海
と
山
に
囲

ま
れ
市
街
地
を
拡
張
し
づ
ら
い
、
大
き

な
河
川
が
な
く
水
資
源
に
乏
し
い
な
ど
、

都
市
と
し
て
の
発
展
が
制
約
さ
れ
る
環

境
に
あ
り
な
が
ら
、
水
や
交
通
、
ゴ
ミ

な
ど
の
様
々
な
都
市
問
題
を
克
服
し
、

現
在
の
「
住
み
良
い
ま
ち
」
を
実
現
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
国
連
ハ
ビ
タ
ッ

ト
福
岡
本
部
か
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
住

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
高
く
評
価
さ
れ
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
一
〇
〇
万
人
規
模
の

都
市
モ
デ
ル
と
し
て
各
国
に
提
唱
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ロ
ー

バ
ル
情
報
誌
「
モ
ノ
ク
ル
」
が
発
表
し

て
い
る
「
世
界
で
最
も
住
み
や
す
い
二

五
の
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
も
毎
年
高

く
評
価
さ
れ
二
〇
一
四
年
は
一
〇
位
に

選
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
福
岡
市
の
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
の
な
か
で
特
筆
す
べ
き
水
道

分
野
の
取
り
組
み
は
、
国
際
貢
献
・
国

際
協
力
と
そ
れ
を
通
じ
た
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
の
な
か
で
も
重
要
な
分
野
と
な
っ
て

い
る
。

●
福
岡
市
の
水
道

　

福
岡
市
は
政
令
市
の
な
か
で
唯
一
、

一
級
河
川
が
な
く
、
都
市
の
発
展
に
必

要
不
可
欠
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
な

い
都
市
で
あ
る
。
都
市
の
発
展
と
と
も

に
水
需
要
は
増
加
し
、
水
の
安
定
供
給

が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
そ
の
な
か
で

経
験
し
た
の
が
、
二
度
の
異
常
少
雨
に

よ
る
大
渇
水
で
あ
っ
た
。
一
九
七
八
年

の
大
渇
水
時
で
は
、
給
水
制
限
が
二
八

七
日
間
に
も
お
よ
び
、
市
民
生
活
や
社

会
・
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
こ
の
水
問
題
を
解
決
す
る
た
め
福

岡
市
で
は
「
多
様
な
水
資
源
開
発
」
と

「
節
水
型
都
市
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん

だ
。

　

多
様
な
水
源
開
発
で
は
、
近
郊
の
小

さ
な
河
川
を
最
大
限
に
活
用
し
、
複
数

の
小
規
模
ダ
ム
を
開
発
し
た
。
ま
た
、

市
域
外
で
あ
る
筑
後
川
か
ら
の
導
水
や

海
水
か
ら
飲
料
水
を
つ
く
る
た
め
に
福

岡
市
と
近
隣
市
町
村
が
共
同
で
海
水
淡

水
化
施
設
「
海
の
中
道
海
水
淡
水
化
セ

ン
タ
ー
」
を
建
設
し
た
。
こ
の
施
設
は

「
逆
浸
透
法
」
方
式
で
、
一
日
に
最
大

五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
真
水
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
日
本
最
大
規
模
を
誇
る
。

　

節
水
型
都
市
づ
く
り
の
主
な
取
り
組

み
と
し
て
、
配
水
調
整
シ
ス
テ
ム
で
は

給
水
区
域
を
市
内
二
一
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

区
分
し
、
流
量
計
や
水
圧
計
を
設
置
し

て
水
管
理
セ
ン
タ
ー
で
集
中
監
視
し
て

い
る
。
さ
ら
に
市
内
一
七
八
カ
所
の
電

動
弁
を
遠
隔
操
作
す
る
こ
と
で
配
水
ブ

ロ
ッ
ク
間
で
の
水
の
や
り
取
り
が
で
き

る
た
め
、
個
々
の
水
源
の
状
態
に
関
わ

ら
ず
水
の
安
定
供
給
が
可
能
と
な
る
と

と
も
に
、
水
の
需
要
に
応
じ
た
水
圧
調

整
に
よ
っ
て
配
水
管
を
守
り
漏
水
量
を

減
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

の
結
果
、
漏
水
率
二
・
四
％
と
い
う
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
水
準
を
実
現

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
民
の
節
水
意
識
を
高
め
る

た
め
、
節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
水
道
施

設
の
見
学
会
、
小
学
校
へ
の
教
材
配
布

な
ど
積
極
的
な
広
報
に
も
努
め
て
い
る
。

市
民
一
人
あ
た
り
の
使
用
水
量
は
、
他

都
市
と
比
べ
て
も
格
段
に
少
な
く
、
他

都
市
平
均
と
の
差
は
年
間
で
福
岡
市
最

大
級
の
ダ
ム
一
つ
分
に
相
当
す
る
。

　

さ
ら
に
下
水
処
理
水
を
再
利
用
す
る

再
生
水
事
業
を
一
九
七
九
年
に
全
国
で

初
め
て
開
始
し
、
再
生
水
を
水
洗
ト
イ

レ
の
洗
浄
や
樹
木
へ
の
散
水
な
ど
に
利

用
し
て
い
る
。
再
生
水
の
供
給
施
設
数

は
四
〇
〇
カ
所
以
上
で
日
本
一
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
も
高
度
浄
水
処
理
の
導
入

や
職
員
の
技
術
力
向
上
を
図
る
た
め
の

水
道
技
術
研
修
所
の
設
置
を
は
じ
め
、

水
質
検
査
体
制
、
危
機
管
理
体
制
な
ど

も
充
実
し
て
お
り
、
福
岡
市
の
水
道
技

術
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
水
準
に
あ
る
と
い
え
る
。

●
福
岡
市
国
際
視
察
・
研
修
受
入

事
業

　

こ
の
よ
う
な
日
本
の
な
か
で
も
特
徴

の
あ
る
水
道
分
野
の
取
り
組
み
は
、
福

岡
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
貢
献
や
国
際

協
力
の
な
か
で
生
か
さ
れ
て
い
る
。
市
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独
自
の
国
際
貢
献
の
取
り
組
み
と
し
て

海
外
か
ら
の
視
察
・
研
修
受
入
事
業
が

あ
る
。（
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
①
）。
ア
ジ
ア
各

国
・
地
域
の
諸
都
市
で
は
、
環
境
汚
染
、

水
不
足
、
洪
水
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

な
ど
様
々
な
問
題
が
起
き
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
都
市
問
題
の
解
決
策
を
海
外
に

学
ぶ
た
め
の
視
察
・
研
修
ニ
ー
ズ
が
あ

る
。
福
岡
市
で
は
、
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
ア
ジ
ア
の
諸
都
市
に
も
参
考
に

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
早
く
か
ら
各
事

業
分
野
で
海
外
か
ら
の
視
察
を
受
け
入

れ
て
き
た
。
二
〇
〇
九
年
秋
か
ら
は
、

都
市
デ
ザ
イ
ン
・
高
齢
者
福
祉
・
水
資

源
・
環
境
・
安
全
安
心
の
五
つ
の
分
野

に
お
い
て
、
施
策
を
体
系
的
に
整
理
す

る
と
と
も
に
受
け
入
れ
窓
口
を
一
本
化

し
て
、
広
く
ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
か
ら

の
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
福
岡
市
総
務
企
画
局

国
際
部
が
主
管
し
、
受
入
窓
口
業
務
を

市
の
外
郭
団
体
で
あ
る
公
益
財
団
法
人

福
岡
ア
ジ
ア
都
市
研
究
所
（
Ｕ
Ｒ
Ｃ
）

が
実
施
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｒ
Ｃ
に
多
言
語

で
対
応
可
能
な
窓
口
を
設
置
し
、
海
外

か
ら
の
視
察
・
研
修
の
問
い
合
わ
せ
や

受
付
等
を
行
い
、
視
察
・
研
修
先
で
あ

る
市
の
各
部
署
と
の
調
整
を
行
っ
て
い

る
。
受
入
期
間
は
、
通
常
一
日
程
度
で
、

講
義
と
視
察
（
施
設
見
学
な
ど
）
を
組

み
合
わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
実
施
す

る
こ
と
が
多
い
。
実
績
と
し
て
は
、
年

間
約
六
〇
〇
人
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

国
別
で
は
韓
国
、
台
湾
、
タ
イ
な
ど
の

行
政
関
係
者
や
研
究
機
関
が
多
く
、
最

近
で
は
訪
日
ビ
ザ
免
除
と
な
っ
た
タ
イ

か
ら
の
受
入
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
今

後
、
さ
ら
に
幅
広
い
海
外
か
ら
の
視

察
・
研
修
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

分
野
拡
大
と
と
も
に
海
外
へ
の
積
極
的

な
広
報
な
ど
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

●
国
際
貢
献
・
国
際
協
力
を
通
じ

た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

　

前
述
の
「
国
際
視
察
・
研
修
受
入
事

業
」
の
ほ
か
に
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
な
ど
と
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
上

水
道
、
下
水
道
、
廃
棄
物
処
理
の
分
野

だ
け
で
も
、
福
岡
市
職
員
を
二
四
カ
国

へ
延
べ
一
七
七
人
派
遣
し
、
ま
た
研
修

生
に
つ
い
て
は
、
一
〇
一
カ
国
か
ら
延

べ
五
九
〇
七
名
を
受
け
入
れ
る
な
ど
海

外
技
術
協
力
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
国
際
貢
献
・
国
際
協
力
は
、
市

職
員
に
と
っ
て
も
国
際
感
覚
の
涵
養
や

技
術
向
上
な
ど
人
材
育
成
の
面
か
ら
も

役
立
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
ま
で
の
海
外

技
術
協
力
に
お
い
て
は
、
相
手
国
か
ら

の
協
力
要
請
等
に
基
づ
き
事
業
を
行
い
、

一
定
の
成
果
が
上
が
っ
た
段
階
で
終
了

し
、
次
の
協
力
国
へ
展
開
す
る
と
い
う

繰
り
返
し
で
あ
っ
た
た
め
、
短
期
的
な

協
力
関
係
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　

一
方
、
国
の
動
向
と
し
て
は
、
前
民

主
党
政
権
時
代
の
二
〇
一
〇
年
六
月
に

「
新
成
長
戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
旺
盛
な
イ
ン
フ

ラ
需
要
に
対
し
て
、
官
民
連
携
し
て

「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
イ
ン
フ
ラ
展
開
」
を

推
進
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
た
。
ま
た
、

現
政
権
に
お
い
て
も
、
日
本
企
業
に
よ

る
イ
ン
フ
ラ
・
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開

支
援
な
ど
に
関
し
、
戦
略
的
か
つ
効
果

的
な
実
施
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

内
閣
官
房
長
官
を
議
長
に
関
係
大
臣
で

構
成
す
る
「
経
協
イ
ン
フ
ラ
会
議
」
が

二
〇
一
三
年
三
月
に
設
置
さ
れ
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
別
の
現

状
・
課
題
や
今
後
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
あ
り
方

な
ど
、
幅
広
い
内
容
で
議
論
が
重
ね
ら

れ
て
い
る
。

　

福
岡
市
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
二
年

度
よ
り
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ヤ
ン
ゴ
ン
市
に

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
水
道
局
職
員

を
長
期
派
遣
し
て
お
り
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
ヤ
ン
ゴ
ン
市
職
員
が
福
岡
市

を
訪
れ
、
上
下
水
道
分
野
や
ご
み
処
理

分
野
の
視
察
を
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

両
市
の
交
流
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
見

据
え
二
〇
一
四
年
五
月
に
は
「
ま
ち
づ

く
り
協
力
・
支
援
に
関
す
る
覚
書
」
を

締
結
し
、
両
市
の
信
頼
関
係
を
さ
ら
に

深
め
て
い
る
。

　

ま
た
国
際
貢
献
を
通
じ
た
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
度
に

お
い
て
、
庁
内
推
進
体
制
の
強
化
を
図

る
た
め
副
市
長
を
ト
ッ
プ
に
関
係
局
長

で
構
成
す
る
「
国
際
貢
献
ビ
ジ
ネ
ス
推

進
会
議
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
官

民
連
携
の
枠
組
み
と
し
て
「
福
岡
市
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」（
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
②
）
を
設
置
し
て

い
る
。

　

今
後
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

活
用
し
な
が
ら
、
国
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
と

連
携
し
な
が
ら
官
民
連
携
に
よ
る
Ｏ
Ｄ

Ａ
案
件
の
受
注
や
地
場
企
業
の
ビ
ジ
ネ

ス
機
会
の
創
出
を
め
ざ
し
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
き
く
ち　

と
し
の
ぶ
／
福
岡
市
総
務

企
画
局
国
際
部
国
際
係
長
）
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